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繰返す震度７地震に対する建物の耐震性 工学研究科建築学専攻教授竹脇 出
4 熊本地震による問題提起！
■私たちのグループでは、震度７の揺れを連続して受ける場合にも耐えるには、現状の1.5倍の耐震強度が必要
であることを前述の国際的なOAJの雑誌で発表しました。また、各種新聞やテレビなどでも大きく報道されまし
た。住人にとっては、震度７後に自宅に帰れなくなったということで、大きな課題を突き付けました。
２度の震度７に耐えるには？5
■現状の住宅の耐震基準は、２回の震度７の揺れに耐えることを
想定していないため、２回連続して受けると倒壊する危険性があ
ることは、以前の実大実験からも明らかとなっていました。1.5倍
の強度を確保すればよいのですが、容易ではありません。
6 制振住宅の魅力！
■耐震強度を1.5倍上げることは通常の方法では容易で
はありません。コストが大幅にアップするからです。
■この課題を解決するには制振構造の導入が有効です。
私たちのグループでは、10年以上住友ゴム工業（株）
と共同研究を行い、住宅に用いる制振パネル（右図）
や、ビルに用いる制振壁（右図）を開発しました。住宅
に用いる制振パネルは熊本地震でも大きな威力を発揮
し、ほとんど無被害であったことが報告されています。
１ランクグレードアップした住宅として
日本全国に続々実現！
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